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(57)【要約】
　電磁放射を送信または受信する素子が設けられている
ケーシングボディを有する小型ケーシングは、ケーシン
グボディから側方に張り出している少なくとも２つの電
気的な端子装置を有する。素子が電磁放射を送信または
受信する小型ケーシングの通過面は小型ケーシングの実
装面に実質的に垂直に配向されている。ケーシングボデ
ィから側方に張り出している小型ケーシングの電気的な
端子装置は、電磁放射を送信または受信する素子と直接
的に接触接続される導体部と導電的に接続されている。
端子装置の接触接続面は小型ケーシングの通過面に実質
的に垂直に配置されている。この配置構成によって小型
ケーシングを少なくとも部分的に支持体に埋め込むこと
ができるので、小型ケーシングは照明装置の厚みに関し
てもはや顕著なものではない。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　小型ケーシング（１）において、
　ケーシングボディ（３）と、導体部（５）と、電気的な端子装置（６）とを有し、
　前記ケーシングボディ（３）は電磁放射を送信または受信する素子を有し、該素子は前
記ケーシングボディ（３）内に設けられており、且つ、前記ケーシングボディ（３）の通
過面（２）を介して前記電磁放射を送信または受信し、
　前記ケーシングボディ（３）は前記通過面（２）を横断する方向に配向されている上面
（４）を有し、
　前記導体部（５）は、前記ケーシングボディ（４）の外面と前記素子との電気的な接続
を確立し、
　前記電気的な端子装置（６）は前記導体部（５）と接続されており、前記ケーシングボ
ディ（３）から側方に張り出しており、且つ、前記ケーシングボディ（３）の前記上面（
４）に平行に配向されているコンタクト接続面（７）を有することを特徴とする、小型ケ
ーシング（１）。
【請求項２】
　前記電気的な端子装置（６）は前記ケーシングボディ（３）の対向する２つの面から張
り出している、請求項１記載の小型ケーシング。
【請求項３】
　前記ケーシングボディ（３）から張り出している前記電気的な端子装置（６）の部分は
完全に、または部分的に小プレートとして形成されている、および／または、Ｌ字状に構
成されている、請求項１または２記載の小型ケーシング。
【請求項４】
　前記ケーシングボディ（３）から側方に張り出している前記電気的な端子装置（６）の
部分は前記ケーシングボディ（３）の前記上面（４）または下面に取り付けられている、
および／または、前記ケーシングボディ（３）の前記上面（４）および／または下面の延
長線上に延在している、請求項１から３までのいずれか１項記載の小型ケーシング。
【請求項５】
　小型ケーシング（１）の高さ（ｈ）は前記ケーシングボディ（３）の横方向の最大拡張
部（２）の３倍よりも小さい、請求項１から４までのいずれか１項記載の小型ケーシング
（１）。
【請求項６】
　小型ケーシングの高さ（ｈ）は０．８ｍｍよりも小さい、請求項１から５までのいずれ
か１項記載の小型ケーシング（１）。
【請求項７】
　支持体装置（８）において、
　請求項１から６までのいずれか１項記載の少なくとも１つの小型ケーシング（１）と、
　支持体（９）とを有し、
　前記支持体（９）は、前記小型ケーシング（１）の通過面（２）に平行に配向されてい
る支持体前面（１０）と、該支持体前面（１０）を横断する方向に配向されている支持体
上面（１１）とを有し、
　前記小型ケーシング（１）の電気的な端子装置（６）は前記支持体上面（１１）または
支持体下面の上に平坦に載置されていることを特徴とする、支持体装置（８）。
【請求項８】
　前記ケーシングボディ（３）は前記支持体前面（１０）の手前に設けられている、請求
項７記載の支持体装置（８）。
【請求項９】
　前記ケーシングボディ（３）は完全に前記支持体前面の手前に設けられているか、切り
欠き部（１２）内に埋め込まれている、請求項７または８記載の支持体装置（８）。
【請求項１０】



(3) JP 2011-513956 A 2011.4.28

10

20

30

40

50

　前記小型ケーシング（１）の前記通過面（２）は前記支持体前面（１０）と同一平面上
で終端している、請求項７から９までのいずれか１項記載の支持体装置（８）。
【請求項１１】
　前記支持体（９）内の前記切り欠き部（１２）および前記ケーシングボディ（３）は相
互に少なくとも部分的に嵌合形状部として構成されており、前記小型ケーシング（１）は
少なくとも部分的に前記切り欠き部（１２）に配置される、請求項９または１０記載の支
持体装置（８）。
【請求項１２】
　前記切り欠き部（１２）は階段状の構造部として構成されている、請求項９から１１ま
でのいずれか１項記載の支持体装置（８）。
【請求項１３】
　前記切り欠き部（１２）は前記支持体前面（１０）に平行な少なくとも１つの狭窄部を
有する、請求項９から１２までのいずれか１項記載の支持体装置（８）。
【請求項１４】
　前記支持体上面（１１）に対して垂直な方向における支持体装置（８）の拡張部は１ｍ
ｍよりも小さい、請求項７から１３までのいずれか１項記載の支持体装置（８）。
【請求項１５】
　前記支持体（９）は、切り込み、凹部、切り出し、張り出し部および／または凸部の形
態の少なくとも１つの位置決めマーキングおよび／または保持装置を有する、請求項７か
ら１４までのいずれか１項記載の支持体装置（８）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電磁放射を送信または受信する素子を備えた小型ケーシングと、少なくとも
１つのこの種の小型ケーシングを備えた支持体装置に関する。
【０００２】
　電磁放射を基礎とする小型の構造様式のセンサ、殊に自動車産業において使用されるよ
うなセンサ以外に、特別に小型化された照明装置も今日の日常生活においては無くてはな
らないものであり、多くの用途に使用されている。それらの例として、表示装置、フラッ
トパネルディスプレイ用のバックライト照明、また携帯電話もしくはＭＰ－３プレイヤー
のディスプレイなどが挙げられる。殊に携帯可能な機器では、ユーザの快適性を高めるこ
とを目標に設定して、より一層小さく実施する傾向が顕著に見て取れる。ディスプレイ技
術に注目すると、小型化とは殊に照明装置の厚さをさらに薄くすることを意味している。
今日のところ、例えばラップトップに使用されるＬＥＤディスプレイの照明装置の厚さは
通常約数ｍｍである。例えば窓や薄い表面に組み込まれるべきセンサに注目すると、その
厚さはやはり重要なパラメータである。
【０００３】
　本発明の課題は、電磁放射を送信または受信する素子のための小型ケーシングおよび適
切な支持体装置を提供することである。
【０００４】
　この課題は独立請求項に記載されている措置によって解決される。別の有利な実施形態
は従属請求項に記載されている。
【０００５】
　電磁放射を送信または受信する素子が設けられているケーシングボディを備えた小型ケ
ーシングは、側方においてケーシングボディから張り出している少なくとも２つの電気的
な端子装置を有する。素子が電磁放射を送信または受信する小型ケーシングの通過面は小
型ケーシングの実装面を横断する方向に配向されているか、実装面に対して垂直に、もし
くは実質的に垂直に配向されている。側方においてケーシングボディから張り出している
小型ケーシングの電気的な端子装置は、電磁放射を送信または受信する素子と直接的に接
触接続させる導体路と導電的に接続されている。すなわち端子装置の接触接続面は小型ケ
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ーシングの通過面に対して実質的に垂直に配置されている。この配置構成によって、小型
ケーシングを少なくとも部分的に支持体内に埋め込むことができるので、小型ケーシング
は照明装置の厚みに関してもはや顕著なものではない。本願明細書において「実質的に」
とは製造公差の枠内にあることを意味する。
【０００６】
　小型ケーシング自体の他に、上記の課題を殊に良好に解決することができ、また支持体
装置の製造も簡単にする支持体装置が提供される。
【０００７】
　電気的な導体路と端子装置をワンピースで実施することによって、端子装置の殊に簡単
な製造が例えば湾曲によって実現される。さらに、より少ない数の個々の部材を考慮すれ
ばよいので、製造ステップの数も低減されている。
【０００８】
　導体路と、この導体路と導電的に接続されている端子装置をマルチピースで実施するこ
とによって、小型ケーシングの上述の構成も比較的僅かなコストで修正することができる
。さらには、ケーシングを構成する際のフレキシビリティが高まり、またこれによって製
造も可変に行うことができる。
【０００９】
　電気的な端子装置が少なくとも２つの面においてケーシングボディから張り出している
ことによって、ケーシングを例えば適合された切り欠き部を備えた支持体の角に取り付け
ることがより簡単になる。例えばカソードおよびアノードとの接続部の外面における区別
も容易になる。
【００１０】
　対向する２つの面においてケーシングボディから突出している端子装置によって、現行
のケーシングに対する僅かな修正しか必要とされず、またそれにより簡単な適合を実現す
る構成を達成することができる。さらには、これによって通常の場合ケーシングボディの
対向する２つの面も張り出した部分を有していないので、小型ケーシングを製造の枠内で
例えばロボットアームによってより簡単に把持することができる。
【００１１】
　実質的に平坦な小プレートとして成形されている端子装置によって、支持体に対して垂
直な方向における所要スペースは最小になる。またこのような実施形態において、支持体
上の比較的大きい載置面、したがって潜在的には、比較的大きい接触接続面も保証される
。小プレートを例えば打ち抜きによって、また容易に様々な形状の遊びを持たせて製造す
ることができる。小プレートとは、横方向の最大拡張部が厚さを少なくとも係数５、殊に
少なくとも係数１０上回ることを意味する。例えば、小プレートとは製造公差の枠内で平
面状に構成されている。換言すれば小プレートは有利には同じ高さで平坦に構成されてい
る。
【００１２】
　Ｌ字状に構成されている電気的な端子装置を、電磁放射を送信または受信する素子の導
体路の継続部として、例えば湾曲によって簡単に製造することができ、したがって端子装
置は殊に廉価な構成である。
【００１３】
　ケーシングボディの上面または下面に設けられている端子装置を製造時に容易に取り付
けることができ、例えば小型ケーシングを接触接続する際に、上方ないし下方からの端子
装置への良好な接近が可能となる。
【００１４】
　実質的にケーシングボディの上面ないし下面の延長線上においてこのケーシングボディ
から突出している端子装置によって、殊に平坦な構成が実現される。延長線上とは、端子
装置の主面が製造公差の枠内で上面および／または下面に対して平行に配向されており、
且つ上面および／または下面が主面と同一面上で終端していることを意味する。
【００１５】
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　小型ケーシングのケーシングボディの矩形の輪郭によって機械による取り扱いが容易に
なる。何故ならば、ロボットアームなどによる側方における把持をより良好に実現できる
からである。矩形の輪郭を有する部分の載置またはパッキングはしばしばスペースをより
節約する。
【００１６】
　電気的な導体路および端子装置がマルチピースで実施されている場合には、これにより
、上述のようにケーシング構造におけるフレキシビリティが高まり、また端子装置の構成
の可能性が広がる。素子の導体路を先ず内側もしくは外側において、殊に側方においてケ
ーシングボディからケーシングボディの上面または下面に向かって案内することができる
。その後、それらの導体路を比較的僅かなコストで、ケーシングボディの上面または下面
において適切な端子装置と接触接続させることができる。導体路と端子装置との間に導電
的に取り付けられている付加的な導電性の中間部を付加することも、小型ケーシングの構
成における遊びを拡大する。
【００１７】
　一般的な実際の構成部材として、照明の用途への小型ケーシングの使用に関して、電磁
放射を送信または受信する素子に一般的にＬＥＤと称される発光ダイオードを使用するこ
とも考えられる。
【００１８】
　小型ケーシングはその高さに関して小さい拡張部を有するべきであるので、ケーシング
ボディを平坦に構成すること、すなわち小型ケーシングの側方における拡張部が少なくと
も一方向において小型ケーシングの高さよりも著しく大きいことは有利である。構造様式
に起因して生じる０．８ｍｍよりも低い、殊に０．６ｍｍよりも低い高さは殊に有利であ
る。
【００１９】
　支持体装置は１つの支持体と少なくとも１つの小型ケーシングを有する。支持体は、小
型ケーシングの通過面に対して実質的に平行な支持体前面と、この支持体前面を横断する
方向、または実質的に垂直な方向に位置する支持体上面とを有するように構成されている
。これによって、また小型ケーシングの端子装置の接触接続面が実質的に平坦に支持体上
面に載置されることによって、高さに関する所要スペースが最小になる。本願明細書にお
いて「実質的に」とは製造公差の枠内にあることを意味する。
【００２０】
　小型ケーシングのケーシングボディが支持体全面の手前に設けられている場合には、例
えば支持体に切り欠き部を形成する処理ステップは省略される。支持体全面に沿った小型
ケーシングの非常に小型の配置構成も実現される。
【００２１】
　支持体が少なくとも１つの適切な切り欠き部を有する場合には、スペースを節約して小
型ケーシングをこの切り欠き部内に埋め込むことができる。殊に、支持体全面に対して垂
直な方向且つ支持体上面に対して平行な方向における支持体装置の拡張部をこのようにし
て小さくすることができる。
【００２２】
　殊に有利には、ケーシングボディが完全に切り欠き部内に設けられているか、支持体上
面ないし支持体下面から上方ないし下方に向かって突出しないように支持体全面の手前に
取り付けられている。
【００２３】
　支持体における給電線によって、小型ケーシングを簡単に電気的に接触接続させること
ができる。付加的で、空間を占める、または複雑な装置、例えば結線は、給電線が適切に
実施されている場合には省略される。
【００２４】
　殊に好適なヴァリエーションでは給電線が適切なやり方で支持体の１つの面にのみ取り
付けられ、これによって別の支持体面の煩雑な処理または仕上げを省略することができる
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。
【００２５】
　小型ケーシングの通過面が支持体全面と同一平面上で終端している場合、実質的に一体
的で、十分に平坦な前面を保証することができる。前方に向かって張り出している部分が
生じないので、損傷の危険は最小限になっている。これによって、支持体の全面にわたる
例えばライン光導体または面状光導体との大面積の接触接続も簡単になる。
【００２６】
　支持体において実質的に扇形の形状に構成されている切り欠き部は、フライス削りプロ
セスまたは穿孔プロセスによって殊に簡単に形成することができ、また扇形の開放角に応
じて、切り欠き部の簡単でフレキシブルな構成を提供することができる。
【００２７】
　切り欠き部が実質的に矩形に構成されている場合（このような構成は、例えば打ち抜き
によって簡単に実現することができる）、この切り欠き部は殊にケーシングボディの矩形
の輪郭を有する小型ケーシングにおいて、小型ケーシングを良好に、また比較的正確に収
容することができる。
【００２８】
　ケーシングボディに関して嵌合形状部として切り欠き部を構成することによって、僅か
な手間で、埋め込まれる小型ケーシングを立体的に固定することができる。このことは殊
に、小型ケーシングが少なくとも部分的に切り欠き部の境界面に載置される場合に該当す
る。
【００２９】
　切り欠き部を階段状に構成することによって、ケーシングボディも端子装置も切り欠き
部内に埋め込むことを達成することができる。支持体からの一部が張り出すことはなく、
結果として得られる支持体装置は小型であり、容易に処理することができる。
【００３０】
　支持体内の切り欠き部が支持体前面に対して平行な狭窄部を有する場合、小型ケーシン
グを切り欠き部内により良好に固定することができ、またより正確に位置決めすることも
できる。同様に、切り欠き部が適切に構成されている場合、小型ケーシングを少なくとも
一時的に機械によって保持することも実現される。
【００３１】
　機械的にフレキシブルな支持体によって、全体の支持体装置を機械的にフレキシブルな
装置として構成することができる。このことは、例えばフレキシブルディスプレイにおけ
る使用を実現する。
【００３２】
　支持体が少なくとも１つの熱伝性材料を含有する場合、余熱が効果的に排出されるので
、電磁放射を送信または受信する素子の動作によって生じる熱負荷を低減することができ
る。
【００３３】
　スペースの節約を目的として、支持体装置が最大で１ｍｍ、殊に最大で０．６ｍｍの厚
みを有する場合には有用である。
【００３４】
　支持体装置の支持体における切り込み、切り出し、凹部、張り出し部または凸部によっ
て、位置決めマーキングまたは保持装置を形成することができ、これらは例えば実装プロ
セスの際の支持体装置の正確な位置の簡単な識別を実現するか、支持体装置の例えば光導
体またはケーシングへの系止または固定を簡略化することができる。
【００３５】
　さらには、支持体装置の製造方法が提供される。本方法により、上述の１つまたは複数
の実施形態の組み合わせにより表されるような支持体装置を製造することができる。
【００３６】
　支持体および少なくとも１つの小型ケーシングを有する支持体装置の製造方法は以下の
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ステップを有する。
－支持体の準備、
－支持体への少なくとも１つの小型ケーシングの配置、
－少なくとも１つの電気的な端子装置の少なくとも１つの給電線との接触接続。
【００３７】
　支持体装置の製造方法において支持体を準備するステップ、小型ケーシングを配置する
ステップおよび電気的な端子装置を接触接続させるステップを設けることによって、必要
に応じて支持体に設けられる少なくとも１つの切り欠き部を、現行の廉価な手法、例えば
穿孔、フライス加工または打ち抜きによって形成することができるか、支持体における切
り欠き部をダイカスト方法の一環において既に形成することができるので、これは製造コ
ストを低減させる。
【００３８】
　支持体における給電線がフォトリソグラフィまたは印刷のような方式によって形成され
る場合には、相応の支持体を大量生産で廉価に製造することができる。
【００３９】
　例えば後続の製造ステップにおいて、はんだ付けまたは接着による電気的な接触接続を
介して、小型ケーシングが最終的に固定される前に、小型ケーシングが適切に構成された
切り欠き部または端子装置によって少なくとも一時的に機械的に保持される場合には、同
様に、製造方法を簡略化させ、それと共にコストも低減させることができ、したがって中
間的な保持を省略できる。
【００４０】
　ケーシングボディから適合された端子装置へと案内されている給電線を湾曲させること
によって作業ステップを省略することができ、ひいてはコストを低減することができる。
【００４１】
　支持体における給電線と端子装置との接触接続は、はんだ付け、接着、圧着のような方
式によって、殊に有利には、また効果的には湾曲、折り畳みまたは折り曲げによって適切
に構成された端子装置および給電線によって有利で廉価に行われる。
【００４２】
　殊に、照明の用途に支持体装置を使用するために、支持体装置を接着、溶接またはダイ
カスト法によって光導体と接続することは有効である。このようにして、境界面における
反射損失および発散する放射に起因する入力結合損失を低減することができる。
【００４３】
　以下では、添付の図面を参照しながら、実施例に基づいて本発明を説明する。
【００４４】
　なお、同一の参照記号は個々の図において同一の構成要素を表しているが、それらは縮
尺通りに図示されているわけではない。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１Ａ】小型ケーシングのＬ字状の端子装置の実施形態の概略図を示す。
【図１Ｂ】小型ケーシングのＬ字状の端子装置の実施形態の概略図を示す。
【図１Ｃ】小型ケーシングのＬ字状の端子装置の実施形態の概略図を示す。
【図１Ｄ】小型ケーシングのＬ字状の端子装置の実施形態の概略図を示す。
【図２】複数の小型ケーシングを有する支持体装置の実施例の概略図を示す。
【図３Ａ】小型ケーシングの正面図を示す。
【図３Ｂ】小型ケーシングの平面図を示す。
【図４】複数の小型ケーシングを有する支持体装置の別の実施例の概略図を示す。
【図５】２つの小型ケーシングを有する支持体装置の別の実施例の概略図を示す。
【図６Ａ】支持体における切り欠き部の形状の概略図を示す。
【図６Ｂ】支持体における切り欠き部の形状の概略図を示す。
【図７】１つの小型ケーシングを有する支持体装置の別の実施例の概略図を示す。
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【図８】光導体と接続されている支持体装置の実施例の概略図を示す。
【図９】光導体と接続されている支持体装置の別の実施例の概略図を示す。
【００４６】
　図１Ａは小型ケーシング１の実施例を示し、この小型ケーシング１では側方においてケ
ーシングボディ３から張り出している端子装置６がＬ字状に構成されている。この実施例
において、端子装置６は側方においてケーシングボディ３に固定されているか、側方にお
いてケーシングボディ３から延びている、図示していない導体部５を曲げることによって
生じている。導体部５および端子装置６をワンピースまたはマルチピースで実施すること
ができる。図１Ａ，１Ｂおよび１Ｃにおいて、端子装置６はケーシングボディ３の対向す
る面に取り付けられている。択一的に、図１Ｄに示されているように、端子装置６をケー
シングボディの同一の面に取り付けることもでき、この実施例ではケーシングボディ３に
接しているＬ字状の脚辺の部分が相互に対向するよう向けられている。図１Ｄとは異なり
、Ｌ字状の脚辺を相互に反対方向に向けることも、同一の方向に向けることもできる。
【００４７】
　図１Ａに示されている実施例では、側方において張り出しているＬ字状の端子装置６の
脚辺がケーシングボディ３の上面４の延長線上に取り付けられている。要求に応じて、図
１Ｂに示されているように該当する脚辺がケーシングボディ３の中央において張り出すよ
うに、もしくは、図１Ｃに示されているように該当する脚辺がケーシングボディ３の上方
において外方に向かって張り出すようにこの実施例を変更することもできる。構成部材の
高さに関して拡大された所要スペースを、例えば、小型ケーシング１のより好適な機械的
な特性またはより良好な取扱性によって正当化することができる。
【００４８】
　前述の実施例においては、端子装置がケーシングボディ３の上面４ないし下面に対して
平行に実施されている。小型ケーシング１が例えば支持体９への実装時に少なくとも一時
的に端子装置６によって保持される用途では、端子装置６の完全に直角ではない構成が適
している。Ｌ字状の脚辺が成す角度が９０°を下回るように僅かに曲げることによって、
例えば図１Ｄによる構成のようにクランプ効果が発揮される。この実施例においても、コ
ンタクト接続面７は実質的にケーシングボディ３の上面４に対して平行に配向されている
と見なすことができる。クランプ効果に関しては、端子装置６を直角に実施しないことだ
けで十分であると考えられる。
【００４９】
　Ｌ字状の脚辺が成す角度が９０°よりも大きい場合でも、例えば端子装置６がケーシン
グボディ３の一方の面に取り付けられており、小型ケーシング１が側方において支持体９
にずらされる場合には有用となる。結果として生じた端子装置６の僅かにＶ字状の配向に
よって一種の漏斗が形成され、これは小型ケーシング１を取り付ける際の支持体９におけ
る高さに関する位置決めの許容差を拡大する。
【００５０】
　図２には別の実施例が示されており、ここでは先ず小型ケーシング１自体のみを考察す
る。電気的な端子装置６は小プレートとして形成されており、ケーシングボディ３の上面
４ないし下面に配置されている。この実施例において端子装置６はマルチピースで実施さ
れており、ケーシングボディ３の下面ないし上面４へと案内されている、図示されていな
い導体部５と導電的に接続されている。殊に、このように導体部５と端子装置６をマルチ
ピースで実施する場合には、例えば金属、導電性ポリマー、または他の酸化インジウムで
もってコーティングされている透明なガラスから形成することができ、また端子装置６と
して使用される小プレートをケーシングボディ３への取り付け前に適切に構成することが
できる。図２に示されているような矩形で全体が平坦な小プレート、僅かに皿状に湾曲し
ている円形の構成部材、またアイレット状の形状が考えられる。ケーシングボディ３の２
つの面から個々の端子装置６を張り出すことも、例えば端子装置のケーシングボディ３へ
の取り付けを最適化するための適切な実施形態である。上記において図１に関連させて説
明したように、導体部５と端子装置６をワンピースで実施することは排除されていない。
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【００５１】
　もちろん、小プレートの形で構成する可能性の他に、この実施例においても、端子装置
６がケーシングボディ３に取り付けられる位置を、どれ程の数の面から、またどの面から
、さらには正確にどの方向において端子装置６を張り出させるかについて変更することが
できる。このことは上記の実施例にのみ該当するのではなく、以下において説明する全て
の実施例についても該当する。
【００５２】
　図３には、小型ケーシング１の別の実施形態が示されている。電磁放射を送信または受
信する素子の導体部５と電気的な端子装置６との間には少なくとも１つの中間部１４が取
り付けられているので、素子から端子装置６までの導電性の接続部が生じている。このこ
とは既存のケーシングの構成の適合を容易にする。適切な中間部、殊に金属性の中間部は
、素子の動作時に生じる熱出力または余熱を排出するために有利となる。
【００５３】
　導体部の断面を比較的大きくすることが可能であることに伴い、比較的大きい動作電流
も達成することができる。ケーシングボディ３を射出成形している間に中間部１４を既に
このケーシングボディ３に組み込むことができるので、小型ケーシング１の小さい幾何学
的な寸法の制限内で、中間部の形状に関する最大限の構造の遊びが生じる。
【００５４】
　この実施例では簡略化されているが、従来、小型ケーシング１のケーシングボディ３に
関しては常に直方体の幾何学を基礎としていた。何故ならば、そのような幾何学形状が非
常に広く知られていたからである。もちろん、そのような幾何学形状は必ずしも必要なも
のではない。図７には、矩形の輪郭および楕円形の通過面２を有するケーシングボディ３
が示されている。小型ケーシング１のケーシングボディ３が、もっとも広い意味において
平坦と表される、少なくとも１つの上面３を有することが最低限要求される。したがって
、ケーシングボディの幾何学には殆ど制限は課されていない。小型ケーシング１の製造お
よび要求に応じて、半円、円形、多角形または三角形の輪郭を有するケーシングボディ３
の形状に適切な端子装置６を設けることができ、これらの端子装置６をケーシングボディ
３の側方において、またはケーシングボディ３の上面４ないし下面に取り付けることがで
きる。
【００５５】
　図２には、支持体装置８の実施例が示されており、この支持体装置８の小型ケーシング
１に関しては上記において既に説明している。この支持体装置８は支持体９を含む。この
支持体９は切り欠き部１２を有していないが、支持体上面１１および支持体下面に給電線
１３を有しており、この給電線１３を小型ケーシング１とコンタクト接続させることがで
きる。支持体８の両面に給電線１３を設けることによって、給電線１３の殊に簡単な案内
を実現することができ、また例えば支持体９の面において、支持体装置８の外部から専ら
給電線１３に接近することが殊に簡単になる。図２において、給電線１３は見易くするた
めに個々の小型ケーシング１から後方へと案内されている。択一的に、支持体上面１１お
よび支持体下面において支持体前面１０に沿って給電線１３を延在させることも同様に実
現することができる。
【００５６】
　小型ケーシング１の端子装置６は後方へと案内されているので、それらの小型ケーシン
グ１の側方における所要スペースは非常に小さく、また支持体前面１０に沿った小型ケー
シング１の高いパッケージング密度を実現することができる。殊に有利には、パッケージ
ング密度が高いことによって、熱伝性の支持体９との良好な熱コンタクトがもたらされる
。
【００５７】
　図２においては、小型ケーシング１が単に支持体前面１０にのみ取り付けられている。
支持体装置１が前方および後方に向かって送信し、またそれらの方向からの受信を行える
ように別の一連の小型ケーシングが支持体の背面に実装されている構成も実現できる。こ
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のことは、同様に他の全ての実施例にも該当する。
【００５８】
　全体がフレキシブルな支持体装置８を得るためにフレキシブルな支持体が使用される場
合には、上述の小型ケーシング１の配置構成が同様に適している。端子装置６が支持体前
面１０に沿って僅かな拡張部しか有していない場合には、支持体装置８を曲げた際にコン
タクト接続面７を介して僅かなずれ応力しか生じず、小さい曲げ半径が実現される。相応
のことが、以下に記述する全ての実施例に該当する。
【００５９】
　図４は支持体装置１の別の実施例を示す。ここでもまた支持体装置は複数の小型ケーシ
ング１を有し、それらの小型ケーシング１の端子装置６は対向する面においてケーシング
ボディ３から突出しており、ケーシングボディ３の上面４に取り付けられている。さらに
、小型ケーシング１の通過面２は支持体前面１０と同一平面上で終端しているので、大き
く張り出した壊れやすい部分を有していない小型の配置構成が得られる。後方における所
要スペースも同様に非常に小さい。給電線１３は支持体上面１１に配置されている。
【００６０】
　図５は、２つの小型ケーシング１を有する支持体装置８を示す。この実施例において支
持体９の角には切り欠き部１２が設けられている。小型ケーシング１の電気的な端子装置
６は、考えられるヴァリエーションとして、２つの面においてケーシングボディ３を越え
て案内されている。このことは、この場合には好適な構成である。何故ならば、小型ケー
シング１は支持体９の角における切り欠き部１２内に埋め込まれており、小型ケーシング
１のケーシングボディ３の通過面２および側壁は支持体９と同一平面上で終端しているか
らである。上記において説明した小型ケーシング１の実施形態および支持体９上のこの小
型ケーシング１の他の配置構成も同様に使用することができる。
【００６１】
　図７は、小型ケーシング１を１つだけ有している支持体装置１の非常に薄い構成を示す
。支持体前面１０に沿った数ｍｍの拡張部を実現することができる。この実施形態も、上
述した小型ケーシング１および支持体９の構成と組み合わせることができる。
【００６２】
　図６では、切り欠き部１２の形成の説明に重点をおく。図６Ａは、支持体前面１０に平
行な狭窄部を有する切り欠き部１３を示す。狭窄部を構成する目的は小型ケーシング１を
切り欠き部１２内により良好に位置決めする、および／または、固定するためである。図
６Ａに示されているように、狭窄部を切り欠き部１２の中央の領域に設けることができる
か、例えば支持体前面１０の近傍に設けることもできる。小型ケーシング１を例えば上方
または前方から切り欠き部１２内に簡単にずらすために種々の構成が有利である。狭窄部
を、図示されているように、二等辺三角形のプリズム状の２つの突出部でしか形成できな
いのではなく、多角形または丸みを帯びた形状のような他の形状の突起部によっても構成
することができる。狭窄部の両側における突起部１８は対向している必要はなく、相互に
ずらして設けることもできる。同様に、異なる形状の突起部１８を組み合わせることもで
き、例えば、切り欠き部１２の別の面における１つの突起部１８としか対向していない、
近くに並んで配置する２つの突起部１８を使用することも考えられる。同様に、支持体９
の高さにわたり上から下まで狭窄部が同じ幅を有していることは必ずしも必要ない。小型
ケーシング１が上方から切り欠き部１２に運ばれる場合には、下方に向かって狭くなるＶ
字状の狭窄部、すなわち高さに関して楔状の突出部１８も非常に適している。射出成形法
およびダイカスト法による製造の場合、切り欠き部１２の形成時、したがって狭窄部の形
成時にも、しばしば同一の製造コストで大きい遊びが生じる。
【００６３】
　図６Ｂは、切り欠き部１２が嵌合形状として構成されている実施例を示す。この実施例
において切り欠き部１２は階段状に実施されている。これによって電気的な端子装置１２
を同様に切り欠き部内に埋め込むことができる。何故ならば、給電線１３は適切に配設さ
れており、またいずれの構成部材も支持体上面１１を越えて突出していないからである。
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ケーシングボディ３が少なくとも部分的に少なくとも１つの段の上に載置される場合、ケ
ーシングボディをその高さに関しても所期のように支持体９上に取り付けることができる
。殊に、線路１３が最小程度の寸法で設計されている場合、３つの空間方向における小型
ケーシング１の正確な位置決めを切り欠き部１２によって達成することができる。さらに
ケーシングボディ３が多段状の側面を有していても良いので、その場合には切り欠き部１
２におけるケーシングボディ３の載置面が拡大され、これによってより良好な位置決めな
いし固定が行われる。さらにこの場合には、ケーシングボディ３は切り欠き部１２の全て
の容量を利用することができる。しかしながら切り欠き部１２の形状は多段状に制限され
るものではない。円錐状、ピラミッド状、または、ケーシングボディ３および／または端
子装置１２に良好に適合された幾何学形状も可能である。嵌合形状部と狭窄部の組合せも
有効な補完形態を表すことができる。
【００６４】
　図６Ａおよび６Ｂにおいては給電線１３が単に切り欠き部１２の側方または長手方向に
取り付けられている。しかしながらこのことは給電線１３の実施形態の制限を意味するも
のではない。
【００６５】
　図８は、支持体装置１の他に、例えば光導体１５を適切な切り込み１６によって支持体
９に位置決めないし固定するための例示的な可能性を示す。この場合、光導体１５とのよ
り良好な接触を保証するために、小型ケーシング１は支持体前面１０と同一平面上で終端
していない。支持体９における小型ケーシング１のこの配置構成は別のオプションを表す
。
【００６６】
　図８においては、それぞれ１つの切り込み１６が支持体９の側方に形成されており、光
導体１５が側方において位置決めされ、したがって高さに関して余計な拡張部は生じてい
ない。ただ１つの切り込み１６を取り付ける以外にも、図８とは異なり非対称的に取り付
けることができる種々に成形された複数の切り込み１６また切り出しを取り付けることが
できる。例えば切り込み１６の取り付けは、支持体９の側方の領域に制限されるものでは
なく、例えば支持体装置８を含む機器ケーシングにおける簡単で正確な位置決めを保証す
るために、支持体前面１０または支持体背面においても同様に構成することは有利である
。位置決めまたは固定は、支持体装置８が光導体または機器ケーシングと接続される接着
プロセスも、接着剤もしくははんだが硬化するまでの一時的な保持または製造補助として
使用することができる。
【００６７】
　図９は、支持体９内に円形の切り欠き部１７を備えた支持体装置８を示し、この支持体
装置８は同様に切り込み１６または切り出しなどと組み合わせて、例えば光導体１５を固
定するために使用することができる。例えば、射出成形プロセスまたはダイカストプロセ
スの枠内で支持体装置８を例えば光導体と安定して接続させるための切り欠き部１７が殊
に適している。何故ならば、流し込まれる材料は切り欠き部１７によって堅固なブリッジ
を形成することができるからである。このために支持体上面１１または支持体下面におけ
る突出部または凸部も適している。切り欠き部１７または凸部の具体的な実施形態に限定
的な制限は課されない。支持体装置８が例えば適切に封入成形される場合、所要スペース
、殊に高さは僅かにしか上昇しない。
【００６８】
　図９による実施例においては、小型ケーシング１が支持体前面１０に関してより奥に嵌
め込まれているので、支持体前面１０は小型ケーシング１から著しく突出している。この
ことは、小型ケーシング１の状況によっては壊れやすい通過面２が例えば擦れることから
付加的に保護し、ダイカストプロセスの場合には、光導体１５または機器ケーシングとの
間の接続部を一種の嵌め合わせによって補強する。嵌め合わせは、支持体９の少なくとも
１つの外面が関連する領域において付加的に人工的に粗くされている場合に補強すること
ができる。
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【００６９】
　本発明は上述した実施例に限定されるものではない。むしろ本発明はあらゆる新規の特
徴ならびにそれらの特徴のあらゆる組み合わせを含むものであり、これには殊に特許請求
の範囲に記載した特徴の組み合わせ各々が含まれ、このことはそのような組み合わせ自体
が特許請求の範囲あるいは実施例に明示的には記載されていないにしてもあてはまる。
【００７０】
　本願は、ドイツ連邦共和国特許出願第10 2008 011 862.1の優先権を主張するものであ
り、その開示内容は本願に含まれるものとする。
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【図１Ｂ】

【図１Ｃ】

【図１Ｄ】
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【図３Ｂ】
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【図６Ａ】

【図６Ｂ】
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【図８】

【図９】
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